
第 9 回   大腸癌プロジェクト研究「大腸癌腹膜播種の Grading」議事録 
 

日時    第 82 回大腸癌研究会・2015 年 1 月 22 日(木) 11 時～12 時 

場所    ＪＰタワーホール＆カンファレンス ４Ｆホール 1 

参加者 古畑（札幌医），衣笠，弓削（久留米），前田，佐藤（藤田），廣澤（女子医），

八岡，石川，豊田（埼玉がん），大植，能浦，（大阪成人病）， 島田，田島，

中野（新潟），長谷，梶原，末山（防衛），木下（愛知がん），風間（東大），

小山，諸橋（弘前），船橋，長嶋（東邦大森），須藤（山形県中），固武（栃が

ん），幸田（帝京ちば）,正木（杏林），古河（北里），小山（奈良），松澤（埼

玉医大医療センター），山口（駒込），志村（三重），野上（新潟がん），正木

（杏林），金光，志田（国立がん），檜井，新津，河内（広島），小林（医科歯

科）順不同・敬称略 

 

議題１ 前回会議議事録案の承認 

・研究会事務局の手違いによる資料不足のために承認は延期された． 

議題２ 腹膜播種の prospective study (観察研究) の進捗状況 

・症例集積期間内に目標症例数（150 例）に達しないため，集積期間を延長するこ

ととした改訂プロトコールが本研究会の倫理委員会で承認された． 

・研究の同意取得には症例登録期限（術後 1 ヶ月）が障壁となる場合が少なくな

いことから、登録期限を術後 3 ヶ月に変更することが提案され承認された．本変

更についてはプロトコールを再修正する． 

議題３ 腹腔洗浄細胞診の prospective study（観察研究）について 

・症例登録を 2014 年 12 月末日に終了したことが報告された． 

・CRF 提出期限を本年 3 月末日とすることが了解された． 

・事務局はデータを統合しクリーニングした後に参加施設にデータを送付する． 

・研究データの priority と authorship についての取り決めが再確認された． 

議題４ 腹膜播種の retrospective study (症例集積研究) の集計解析結果について 

・本研究の成果（論文と学会発表）が報告された． 

・研究データの authorship についての取り決めが再確認された． 

（文責：研究事務局・小林宏寿） 


